
外部 VRF接続とルートリークの設定

この章は、次の内容で構成されています。

•外部 VRF接続の設定（1ページ）
•ルートリークの設定（2ページ）

外部 VRF接続の設定

VXLAN BGP EVPNファブリックの外部レイヤ 3接続について
VXLAN BGP EVPNファブリックは、外部接続を実現するために VRF単位の IPルーティング
を使用して拡張できます。レイヤ3拡張に使用されるアプローチは一般にVRFLiteと呼ばれ、
機能自体はより正確に Inter-ASオプション Aまたはバックツーバック VRF接続として定義さ
れます。

外部 VRF接続とルートリークの注意事項と制約事項
次には、VXLAN BGP EVPNファブリックの外部レイヤ 3接続のガイドラインと制限事項で
す：

• Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチのサポートが追加されました。

•物理レイヤ 3インターフェイス（親インターフェイス）は、外部レイヤ 3接続（つまり、
VRFデフォルト）に使用できます。

•複数のサブインターフェイスへの親インターフェイスは、外部レイヤ 3接続（つまり、
VRFデフォルトのイーサネット 1/1）には使用できません。代わりにサブインターフェイ
スを使用できます。

•サブインターフェイスが構成されている場合、VTEPは親インターフェイス上の VXLAN
カプセル化トラフィックをサポートしません。これは、VRF参加に関係ありません。

• VTEPは、サブインターフェイス上の VXLANカプセル化トラフィックをサポートしませ
ん。これは、VRF参加または IEEE 802.1qカプセル化に関係ありません。
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• VXLAN VLANと非 VXLANが有効化された VLANのサブインターフェイスの混在はサ
ポートされていません。

ルートリークの設定

VXLAN BGP EVPNファブリックの一元管理型 VRFルートリークについ
て

VXLANBGP EVPNは、MP-BGPとそのルートポリシーの概念を使用して、プレフィックスを
インポートおよびエクスポートします。この非常に広範なルートポリシーモデルの機能によ

り、ある VRFから別の VRFへ、またはその逆にルートをリークできます。カスタム VRFま
たはVRFデフォルトの任意の組み合わせを使用できます。VRFルートリークは、クロスVRF
ルートターゲットのインポート/エクスポート設定が行われる（リークポイント）ネットワー
ク内の特定の場所でのスイッチローカル機能です。異なるVRF間の転送は、コントロールプ
レーン、つまり、ルートリークの設定が実行される場所、つまり集中型 VRFルートリークに
従います。VXLAN BGP EVPNの追加により、漏出ポイントはクロス VRFインポート/エクス
ポートされたルートをアドバタイズし、それらをリモートVTEPまたは外部ルータにアドバタ
イズする必要があります。

中央集中型 VRFルートリークの利点は、リークポイントとして機能する VTEPだけが必要な
特別な機能を必要とすることです。一方、ネットワーク内の他のすべてのVTEPはこの機能に
対して中立です。

外部 VRF接続とルートリークの注意事項と制約事項
次には、VXLAN BGP EVPNファブリックの外部レイヤ 3接続のガイドラインと制限事項で
す：

• Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチのサポートが追加されました。

•物理レイヤ 3インターフェイス（親インターフェイス）は、外部レイヤ 3接続（つまり、
VRFデフォルト）に使用できます。

•複数のサブインターフェイスへの親インターフェイスは、外部レイヤ 3接続（つまり、
VRFデフォルトのイーサネット 1/1）には使用できません。代わりにサブインターフェイ
スを使用できます。

•サブインターフェイスが構成されている場合、VTEPは親インターフェイス上の VXLAN
カプセル化トラフィックをサポートしません。これは、VRF参加に関係ありません。

• VTEPは、サブインターフェイス上の VXLANカプセル化トラフィックをサポートしませ
ん。これは、VRF参加または IEEE 802.1qカプセル化に関係ありません。

• VXLAN VLANと非 VXLANが有効化された VLANのサブインターフェイスの混在はサ
ポートされていません。
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中央集中型 VRFルートリークブリーフ：カスタム VRFによる共有イ
ンターネット

次に、いくつかのポインタを示します。

• VXLAN BGP EVPNファブリックの VRFルートリークを使用した共有インターネットを
次の図に示します。

•デフォルトルートは共有インターネットVRFからエクスポートされ、ボーダーノードの
VRF Blueおよび VRF Red内で再アドバタイズされます。

• VRF Blueおよび VRF Redのデフォルトルートが共有インターネット VRFにリークされ
ていないことを確認します。

• VRF BlueおよびVRF Redの限定的でないプレフィックスは、共有インターネットVRFに
エクスポートされ、必要に応じて再アドバタイズされます。

•境界ノードから残りのVTEPに宛先VRF（青または赤）にアドバタイズされる、より具体
性の低いプレフィックス（集約）。

• BGPEVPNは、ルーティングループの発生を防ぐために以前にインポートされたプレフィッ
クスをエクスポートしません。

図 1 :中央集中型 VRFルートリーク：カスタム VRFによる共有インターネット
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一元管理型VRFルートリーキングの構成：カスタムVRF間の特定のプ
レフィックス

ルーティングブロック VTEPでの VRFコンテキストの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. vni number

4. rd auto
5. address-family ipv4 unicast
6. route-target both {auto | as:vni}
7. route-target both {auto | as:vni }evpn
8. route-target import rt-from-different-vrf

9. route-target import rt-from-different-vrf evpn

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。vni numberステップ 3

VRFに関連付けられている VNIは、多くの場合、
Layer-3VNI、L3VNI、またはL3VPNと呼ばれます。
L3VNIは、参加する VTEP間で共通の IDとして構
成されます。

VRFのルート識別子（RD）を指定します。rd autoステップ 4

RDは、L3VNI内の VTEPを一意に識別します。

IPv4ユニキャストアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 5

IPv4アンダーレイを使用した IPv4 over VXLANに必
要です。

IPv4ユニキャスト address-family内の IPv4プレフィッ
クスのインポート/エクスポートのルートターゲッ

route-target both {auto | as:vni}ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

ト（RT）を構成します。ルートターゲット（RT）
は、各プレフィックスインポート/エクスポートポ
リシーに使用されます。as:vniが入力されると値は、
ASN:NN、ASN4:NN、または、IPv4:NNのフォーマッ
トです。

IPv4ユニキャスト address-family内の IPv4プレフィッ
クスのインポート/エクスポートのルートターゲッ

route-target both {auto | as:vni }evpnステップ 7

ト（RT）を構成します。ルートターゲット（RT）
は、各プレフィックスインポート/エクスポートポ
リシーに使用されます。as:vniが入力されると値は、
ASN:NN、ASN4:NN、または、IPv4:NNのフォーマッ
トです。

leaked-fromVRF（AS:VNIなど）から IPv4プレフィッ
クスをインポートするようにルートターゲット

（RT）を構成します。

route-target import rt-from-different-vrfステップ 8

leaked-fromVRF（AS:VNIなど）から IPv4プレフィッ
クスをインポートするようにルートターゲット

（RT）を構成します。

route-target import rt-from-different-vrf evpnステップ 9

ルーティングブロックでの BGP VRFインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. aggregate-address prefix/mask

7. maximum-paths ibgp number

8. maximum-paths number

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

BGPを設定します。router bgp autonomous-system numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリの設定address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

宛先VRFに特定性の低いプレフィックス集約を作成
します。

aggregate-address prefix/maskステップ 6

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 7

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化

maximum-paths numberステップ 8

例：一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRF間の特定のプレフィックス

VXLAN BGP EVPNルーティングブロックの設定

VXLAN BGP EVPNルーティングブロックは、集中型ルートリークポイントとして機能しま
す。漏洩設定は、コントロールプレーンの漏洩とデータパスの転送が同じパスをたどるように

ローカライズされます。最も重要なのは、ルーティングブロックの VRF設定と、それぞれの
宛先 VRFへの特定性の低いプレフィックス（集約）のアドバタイズメントです。
vrf context Blue
vni 51010
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target import 65002:51020
route-target import 65002:51020 evpn

!
vlan 2110
vn-segment 51010

!
interface Vlan2110
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
vrf context Red
vni 51020
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target import 65002:51010
route-target import 65002:51010 evpn
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!
vlan 2120
vn-segment 51020

!
interface Vlan2120
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
interface nve1
no shutdown
host-reachability protocol bgp
source-interface loopback1
member vni 51010 associate-vrf
member vni 51020 associate-vrf

!
router bgp 65002
vrf Blue
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
aggregate-address 10.20.0.0/16
maximum-paths ibgp 2
Maximum-paths 2

vrf Red
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
aggregate-address 10.10.0.0/16
maximum-paths ibgp 2
Maximum-paths 2

中央集中型 VRFルートリークブリーフ：カスタム VRFによる共有インターネット

次に、いくつかのポインタを示します。

• VXLAN BGP EVPNファブリックの VRFルートリークを使用した共有インターネットを
次の図に示します。

•デフォルトルートは共有インターネットVRFからエクスポートされ、ボーダーノードの
VRF Blueおよび VRF Red内で再アドバタイズされます。

• VRF Blueおよび VRF Redのデフォルトルートが共有インターネット VRFにリークされ
ていないことを確認します。

• VRF BlueおよびVRF Redの限定的でないプレフィックスは、共有インターネットVRFに
エクスポートされ、必要に応じて再アドバタイズされます。

•境界ノードから残りのVTEPに宛先VRF（青または赤）にアドバタイズされる、より具体
性の低いプレフィックス（集約）。

• BGPEVPNは、ルーティングループの発生を防ぐために以前にインポートされたプレフィッ
クスをエクスポートしません。
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図 2 :中央集中型 VRFルートリーク：カスタム VRFによる共有インターネット

一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRFによる共有イン
ターネット

ボーダーノードでのインターネット VRFの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. vni number

4. ip route 0.0.0.0/0 next-hop

5. rd auto
6. address-family ipv4 unicast
7. route-target both {auto | as:vni}
8. route-target both shared-vrf-rt evpn

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。vni numberステップ 3

VRFに関連付けられている VNIは、多くの場合、
Layer-3VNI、L3VNI、またはL3VPNと呼ばれます。
L3VNIは、参加する VTEP間で共通の IDとして構
成されます。

外部ルータ（例）への共有インターネットVRFのデ
フォルトルートを構成します。

ip route 0.0.0.0/0 next-hopステップ 4

VRFのルート識別子（RD）を指定します。rd autoステップ 5

RDは、L3VNI内の VTEPを一意に識別します。

IPv4ユニキャストアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 6

IPv4アンダーレイを使用した IPv4 over VXLANに必
要です。

IPv4ユニキャストアドレスファミリ内の EVPNお
よび IPv4プレフィックスのインポート/エクスポー
ト用のルートターゲット（RT）を構成します。

route-target both {auto | as:vni}ステップ 7

共有 IPv4プレフィックスのインポート/エクスポー
ト用の特別なルートターゲット（RT）を構成しま
す。

route-target both shared-vrf-rt evpnステップ 8

さらなる認定のための追加のインポート/エクスポー
トマップがサポートされます。

ボーダーノードでの共有インターネット BGPインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system number

3. vrf vrf-name

外部 VRF接続とルートリークの設定
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4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. aggregate-address prefix/mask

7. maximum-paths ibgp number

8. maximum-paths number

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリの設定address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

宛先VRFに特定性の低いプレフィックス集約を作成
します。

aggregate-address prefix/maskステップ 6

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 7

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 8

ボーダーノードでのカスタム VRFコンテキストの設定 - 1

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. vni number

4. rd auto
5. ip route 0.0.0.0/0 Null0
6. address-family ipv4 unicast
7. route-target both {auto | as:vni}
8. route-target both {auto | as:vni} evpn
9. import map name

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。vni numberステップ 3

VRFに関連付けられている VNIは、多くの場合、
Layer-3VNI、L3VNI、またはL3VPNと呼ばれます。
L3VNIは、参加するVTEP間で共通の識別子として
設定されます。

VRFのルート識別子（RD）を指定します。rd autoステップ 4

ルート識別子（RD）は、L3VNI内の VTEPを一意
に識別します。

共通 VRFでデフォルトルートを設定し、共有イン
ターネットVRFを持つボーダーノードにトラフィッ
クを引き付けます。

ip route 0.0.0.0/0 Null0ステップ 5

IPv4ユニキャストアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 6

IPv4アンダーレイを使用した IPv4 over VXLANに必
要です。

IPv4ユニキャスト address-family内の IPv4プレフィッ
クスのインポート/エクスポートのルートターゲッ

route-target both {auto | as:vni}ステップ 7

ト（RT）を構成します。ルートターゲット（RT）
は、各プレフィックスインポート/エクスポートポ
リシーに使用されます。as:vniが入力されると値は、
ASN:NN、ASN4:NN、または、IPv4:NNのフォーマッ
トです。

IPv4ユニキャスト address-family内の IPv4プレフィッ
クスのインポート/エクスポートのルートターゲッ

route-target both {auto | as:vni} evpnステップ 8

ト（RT）を構成します。ルートターゲット（RT）
は、各プレフィックスインポート/エクスポートポ
リシーに使用されます。as:vniが入力されると値は、
ASN:NN、ASN4:NN、または、IPv4:NNのフォーマッ
トです。
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目的コマンドまたはアクション

このルーティングテーブルにインポートされるルー

トにルートマップを適用します。

import map nameステップ 9

ボーダーノードでの BGPでのカスタム VRFインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. network 0.0.0.0/0
7. maximum-paths ibgp number

8. maximum-paths number

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

IPv4デフォルトルートネットワークステートメン
トを作成しています。

network 0.0.0.0/0ステップ 6

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 7

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 8

外部 VRF接続とルートリークの設定
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例：一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRFによる共有インターネット

共有インターネット VRFによる中央集中型 VRFルートリークの例

共有インターネット VRFの VXLAN BGP EVPNボーダーノードの設定

VXLAN BGP EVPNボーダーノードは、集中型共有インターネット VRFを提供します。漏出
設定は、コントロールプレーンの漏出とデータパス転送が同じパスをたどるようにローカラ

イズされます。最も重要な点は、ボーダーノードのVRF設定と、デフォルトルートと特定性
の低いプレフィックス（集約）をそれぞれの宛先 VRFにアドバタイズすることです。
vrf context Shared
vni 51099
ip route 0.0.0.0/0 10.9.9.1
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target both 99:99
route-target both 99:99 evpn

!
vlan 2199
vn-segment 51099

!
interface Vlan2199
no shutdown
mtu 9216
vrf member Shared
no ip redirects
ip forward

!
ip prefix-list PL_DENY_EXPORT seq 5 permit 0.0.0.0/0
!
route-map RM_DENY_IMPORT deny 10
match ip address prefix-list PL_DENY_EXPORT
route-map RM_DENY_IMPORT permit 20
!
vrf context Blue
vni 51010
ip route 0.0.0.0/0 Null0
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target both 99:99
route-target both 99:99 evpn
import map RM_DENY_IMPORT

!
vlan 2110
vn-segment 51010

!
interface Vlan2110
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
vrf context Red
vni 51020
ip route 0.0.0.0/0 Null0

外部 VRF接続とルートリークの設定
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rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target both 99:99
route-target both 99:99 evpn
import map RM_DENY_IMPORT

!
vlan 2120
vn-segment 51020

!
interface Vlan2120
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
interface nve1
no shutdown
host-reachability protocol bgp
source-interface loopback1
member vni 51099 associate-vrf
member vni 51010 associate-vrf
member vni 51020 associate-vrf

!
router bgp 65002
vrf Shared
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
aggregate-address 10.10.0.0/16
aggregate-address 10.20.0.0/16
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

vrf Blue
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
network 0.0.0.0/0
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

vrf Red
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
network 0.0.0.0/0
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

一元管理型 VRFルートリークブリーフ：VRFデフォルトでの共有インターネット

いくつかのポインタを次に示します。

• VXLANBGPEVPNファブリックのVRFルート漏洩を伴う共有インターネットを図 4に示
します。

• default-routeはVRFdefaultからエクスポートされ、ボーダーノードのVRFBlueおよびVRF
Red内で再アドバタイズされます。

• VRF Blueおよび VRF Redのデフォルトルートが共有インターネット VRFにリークされ
ていないことを確認します。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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• VRF Blueおよび VRF Redの限定的でないプレフィックスは、VRFデフォルトにエクス
ポートされ、必要に応じて再アドバタイズされます。

•境界ノードから残りのVTEPに宛先VRF（青または赤）にアドバタイズされる、より具体
性の低いプレフィックス（集約）。

• BGPEVPNは、ルーティングループの発生を防ぐために以前にインポートされたプレフィッ
クスをエクスポートしません。

図 3 :中央集中型 VRFルートリーク：VRFデフォルトでの共有インターネット

一元管理型 VRFルートリークの設定：VRFデフォルトでの共有イン
ターネット

ボーダーノードでの VRFデフォルトの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal

外部 VRF接続とルートリークの設定
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2. ip route 0.0.0.0/0 next-hop

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFのデフォルトルートを外部ルータに設定する
（例）

ip route 0.0.0.0/0 next-hopステップ 2

ボーダーノードでの VRFデフォルトの BGPインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system number

3. address-family ipv4 unicast
4. aggregate-address prefix/mask

5. maximum-paths number

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system numberステップ 2

IPv4のアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 3

VRFのデフォルトで、より限定的なプレフィックス
集約を作成します。

aggregate-address prefix/maskステップ 4

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 5

外部 VRF接続とルートリークの設定
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ボーダーノードでのカスタム VRFの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0
3. route-map name deny 10
4. match ip address prefix-list name

5. route-map name permit 20

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminalステップ 1

デフォルトルートフィルタリングの IPv4プレフィッ
クスリストを設定します。

ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0ステップ 2

default-routeがリークされるのを防ぐために、先行す
るdenyステートメントを使用してルートマップを作
成します。

route-map name deny 10ステップ 3

default-routeを含む IPv4プレフィックスリストと照
合します。

match ip address prefix-list nameステップ 4

ルートリークを介して一致しないルートをアドバタ

イズする後続のallowステートメントを使用してルー
トマップを作成します。

route-map name permit 20ステップ 5

ボーダーノードでの VRFデフォルトから許可されるプレフィックスのフィルタの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map name permit 10

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminalステップ 1

allowステートメントを使用してルートマップを作
成し、カスタマー VRFおよびその後のリモート

route-map name permit 10ステップ 2

VTEPにルートリークを介してルートをアドバタイ
ズします。

ボーダーノードでのカスタム VRFコンテキストの設定 - 2

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. vni number

4. rd auto
5. ip route 0.0.0.0/0 Null0
6. address-family ipv4 unicast
7. route-target both auto | AS:VNI

8. route-target both auto | AS:VNI evpn
9. route-target both shared-vrf-rt

10. route-target both shared-vrf-rt evpn
11. import vrf default map name

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。vni numberステップ 3

VRFに関連付けられている VNIは、多くの場合、
Layer-3 VNI、L3VNI、または L3VPNと呼ばれま

外部 VRF接続とルートリークの設定
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目的コマンドまたはアクション

す。L3VNIは、参加するVTEP間で共通の IDとし
て構成されます。

VRFのルート識別子（RD）を指定します。rd autoステップ 4

ルート識別子（RD）は、L3VNI内の VTEPを一意
に識別します。

共通VRFでデフォルトルートを設定し、共有イン
ターネットVRFを持つボーダーノードにトラフィッ
クを引き付けます。

ip route 0.0.0.0/0 Null0ステップ 5

IPv4ユニキャストアドレスファミリを設定しま
す。

address-family ipv4 unicastステップ 6

IPv4アンダーレイを使用した IPv4 over VXLANに
必要です。

IPv4ユニキャストアドレスファミリ内の EVPNお
よび IPv4プレフィックスのインポート/エクスポー
ト用のルートターゲット（RT）を構成します。

route-target both auto | AS:VNIステップ 7

IPv4ユニキャストアドレスファミリ内の EVPNお
よび IPv4プレフィックスのインポート/エクスポー
ト用のルートターゲット（RT）を構成します。

route-target both auto | AS:VNI evpnステップ 8

共有 IPv4プレフィックスのインポート/エクスポー
ト用の特別なルートターゲット（RT）を構成しま
す。

route-target both shared-vrf-rtステップ 9

さらなる認定のための追加のインポート/エクスポー
トマップがサポートされます。

共有 IPv4プレフィックスのインポート/エクスポー
ト用の特別なルートターゲット（RT）を構成しま
す。

route-target both shared-vrf-rt evpnステップ 10

さらなる認定のための追加のインポート/エクスポー
トマップがサポートされます。

VRFデフォルトからのすべてのルートが、特定の
ルートマップに従ってカスタムVRFにインポート
されることを許可します。

import vrf default map nameステップ 11

ボーダーノードでの BGPでのカスタム VRFインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. network 0.0.0.0/0
7. maximum-paths ibgp number

8. maximum-paths number

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

IPv4デフォルトルートネットワークステートメン
トを作成しています。

network 0.0.0.0/0ステップ 6

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 7

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 8

例：一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRFを使用した VRFデフォルト

VRFデフォルトによる中央集中型 VRFルートリークの例

VRFデフォルトの VXLAN BGP EVPNボーダーノードの設定

VXLANBGPEVPNボーダーノードは、VRFデフォルトへの集中型アクセスを提供します。漏
出設定は、コントロールプレーンの漏出とデータパス転送が同じパスをたどるようにローカ

ライズされます。最も重要な点は、ボーダーノードのVRF設定と、デフォルトルートと特定
性の低いプレフィックス（集約）をそれぞれの宛先 VRFにアドバタイズすることです。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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ip route 0.0.0.0/0 10.9.9.1
!
ip prefix-list PL_DENY_EXPORT seq 5 permit 0.0.0.0/0
!
route-map permit 10
match ip address prefix-list PL_DENY_EXPORT
route-map RM_DENY_EXPORT permit 20
route-map RM_PERMIT_IMPORT permit 10
!
vrf context Blue
vni 51010
ip route 0.0.0.0/0 Null0
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
import vrf default map RM_PERMIT_IMPORT
export vrf default 100 map RM_DENY_EXPORT allow-vpn

!
vlan 2110
vn-segment 51010

!
interface Vlan2110
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
vrf context Red
vni 51020
ip route 0.0.0.0/0 Null0
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
import vrf default map RM_PERMIT_IMPORT
export vrf default 100 map RM_DENY_EXPORT allow-vpn

!
vlan 2120
vn-segment 51020

!
interface Vlan2120
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
interface nve1
no shutdown
host-reachability protocol bgp
source-interface loopback1
member vni 51010 associate-vrf
member vni 51020 associate-vrf

!
router bgp 65002
address-family ipv4 unicast

aggregate-address 10.10.0.0/16
aggregate-address 10.20.0.0/16
maximum-paths 2
maximum-paths ibgp 2

vrf Blue
address-family ipv4 unicast

外部 VRF接続とルートリークの設定
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advertise l2vpn evpn
network 0.0.0.0/0
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

vrf Red
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
network 0.0.0.0/0
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

外部 VRF接続とルートリークの設定
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